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自閉症児を育てる母親の「子ども理解」と育児効力感の関連
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Relation of Mothers' Child understanding and Parenting self-efficacy 

Shima Kinjo 

問題と目的

1 .はじめに

これまで，障害児を育てる母親のストレス等の育

児困難感についての研究報告は多くなされており

(橋本.1980;中塚.1984;新美・植村.1980;田

中.1996などに障害種別では自閉症児を持つ親は，

ほかの障害児をもっ親よりもストレスが高いという

結果が指摘されている(Hastings&Johnson， 2001 ; 

Tob加g&Glenwick，2002;植村・新美.1985.渡部・

岩永・鷲田.2002など)。自閉症とは，アメリカ精

神医学によるDSM(Diagnostic and Statistica1 of 

Menta1 disorders)によると第一軸の「通常，幼児期，

小児期，または青年期に初めて診断される障害」に

おける広汎性発達障害(pervasivedevelopmenta1 

disorders)に位置付けられている(DSM句 N)。自閉症

の基本的特徴は3歳ぐらいまでに症状があらわれ，

対人相互反応の質的な障害，意思伝達の著しい異常

またはその発達障害，活動と興味の範囲の著しい限

局性の 3つを主な特徴とする行動的症候群である。

自閉症児の親のストレスが特に高い要因として，

上記のような自閉症特有の認知障害，発達の不均衡

さから生じる行動障害や情緒的交流の困難さが指摘

されている(永井・太田.1987;夏堀.2001)。さらに，

自閉症は医学的に早期診断が可能なダウン症や脳性

まひと異なり，行動特性をもとにその診断や報告が

なされるために，母親がわが子の障害を受容するま

での期間が長期化し，育児不安も好転・増悪が交替

的に出現しやすいことも自閉症児を持つ母親のスト

レスの要因とされている。

以上のように自閉症児の子育てには，ストレスを

高める要因が多く存在する。しかし，発達障害児の

子育てを支援する実践的な心理臨床学的研究は立ち

遅れているのが現状である。

発達障害児の子育て支援に着目した金城 (2002)

*琉球大学教育学部

は，障害告知前後の時期である幼児期では，発達障

害に起因する困難性ゆえに我が子を理解すること

や，関わることの困難性を抱えるため，発達早期の

発達障害児を育てる母親に対する「子ども理解」を

促進する要因を明らかにすることは重要と述べた。

さらに，自閉症児における母親の「子ども理解」に

ついて金城 (2010)は，自閉症児の母親が子どもの

新たな行動面について気づくことで，子どもにとっ

て自己が求められている存在であると感じることが

できる反面，子どものネガ、ティブな感情面に視点が

向く場合は，子どもと関わる上で効力感を得ること

ができず，子どもと関わる上での難しさを感じると

指摘した。そのため，母親が子どもの行動の背景に

ある様々な意図や感情といった内的状態に視点を向

けることが.r子ども理解」につながり，育児期応力

感の向上に繋がると考えられる。子どもの行動の背

景にある様々な意図や感情といった内的状態に視

点を向けるためには，乳幼児の段階から子どもを既

に「心」を持った存在と捉え，子どもの言動の背景

に存在する「心」を豊かに帰属させて理解しよう

とすることが必要と考えられる。その傾向をMeins

(1997) は.Mind-Minde也lessとし，母親がMind-

Mindednessを持つことが，安定的な愛着関係を構

築することにつながると述べている。

しかし，言葉の発達に困難性を有している自閉症

児に対して母親がMind-Mindednessを働かせて関

わることは，通常の子育てより難しいと考えられ

る。そのため，育児に対する効力感も低下すること

が懸念される。育児効力感とは，育児役割において

うまくやっていくことができるかという，親として

の能力に対する自信である (Coleman&Karraker.

1997)。育児効力感についての研究は全般的に少な

いが，育児効力感が育児に対する個人的な満足感や

適応，そして親が子どもに与える事のできる心理的

または物理的環境の質を理解するための変数として
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重要であることが明らかにされている。つまり，育

児効力感は，育児に関する達成能力を左右し，その

結果，子どもの行動と発達に影響を与えるものであ

ると解釈できる。

以上のことから，自閉症児の子育てにおいて， r子
ども理解Jと育児効力感の関連性について検討する

ことは，自閉症児の母親対する子育て支援に有用な

知見を提供できると考えられる。また，小学校高学

年頃の子どもは，第二次反抗期を迎える時期であり，

この時期は子どもが身体的・社会的な課題に直面す

る重大な時期にもあたるため，親のかかわりが難し

い時期である。そのため，これまでの子育てでは難

しくなり育児効力感も低下することが懸念される。

そのため，幼児期から児童期にかけて「子ども理解J

のプロセスを検討することは重要と考えられる。

2.本研究での目的

自閉症児を持つ母親がどのような視点で「子ども

理解」と育児効力感の関連について検討することを

目的とする。その際，幼児期から児童期といった子

どもの成長過程に応じて「子ども理解Jの視点の変

容についても検討する。

予備調査

， • 目的

自閉症児の母親の「子ども理解」の視点について

検討することを目的とする。

2.方法

調査対象者

自閉症の児童を持つ母親 1名(母親40歳，子ども

10歳)である。

調査内容

インタビュー形式により，以下の 2点について質

問を行った。その際，子どもの幼児期の頃を想起し

て答えてもらうよう教示を行った。

① 幼児期の育児はどのようなものだ、ったか。ま

た，どのようなことが大変だ、ったか。

② 大変だと，思ったときでも育児を続けられた

きっかけはどのようなものだ、ったか。

3.結果

(筆者の発言については rJ ，対象者の発言につ

いては~ ~で示す。)

たか。」

《子どもを保育園に入れる前から，手の振り方

に異常が見られ，不安を感じていた。〉

②育児を大変だと感じたときに育児を続けること

ができた要因について

「子どもと言葉を交わすことができなかったと

きは，どんな時に育児を楽しいと思うことがで

きましたか ?J

《小さい頃は，笑った顔はもちろんのこと，とに

かく表情の一つ一つが愛おしくて，それだけで

かわいいと思えた。今は成長して顔つきもだい

ぶ変化したが，その分行動で愛おしさを感じる

ことができる〉

4.考察

今回の調査対象者である自閉症児は，言語発達の

遅れが見られなかった。そのため，児童期では子ど

もとの会話や行動面においてのやり取りがあげられ

ていた。しかし，発語があまり見られない幼少期に

おいては，子どもの表情によって子どもへの愛情を

感じており，子どもの表情などを通して育児に対す

る原動力を得られていた。以上から，本研究では「子

ども理解Jを，子どもの感情・行動についての推測と

定義する。また， r子ども理解」を行う際の視点とし

て，非言語情報と言語情報に焦点をあてる。

方法

， .調査対象者

A県B市に通う小学校高学年(10--....12歳)の自閉

症児を持つ母親7名(母親の平均年齢42.3歳，子ども

の平均年齢10.3歳)である。

2.材料

母親の育児効力感を測定するため，育児効力感質

問紙を用いた。育児効力感質問紙は， r子と、もへの積

極的関わりへの自信Jr子どもを安堵させる自信Jr子
どもを自己統制させる自信j の3因子から構成さ

れている。また，育児を一つの領域とみなしてその

領域における自己効力感を測定するParenta1Self-

Agency Measure (PSAM: Dumka et al.， 1996) 

との妥当性，信頼性が確認されている(田坂， 2003)。

育児効力感質問紙への回答は， 7件法によるもので

ある。質問項目はTable.1に示した。

①就学期前の育児について 3.手続き

「就学期前の育児はどのようなところが大変でし 半構造化面接を行った。その際，子どもの幼児期
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Table.l育児自己効力感因子項目

第1因子子どもへの積極的関わりの自信
1.子どもとしっかり遊んだり，あるいは話をする中で，子どもの気持ちを満足させている
3.子どもはあなたの』とをよく遊んでくれる遊び相手あるいはよき理解者であると思っている

6.子どもにあったいろいろな遊び方で関わっている
9 子どもがまねをできるようなよいお手本を見せている
11.忙しい時でも子どもと闘わる』とができる
14.子どもの行動や表情には敏感に反応している
第2因子子どもを安堵させる自信
2.子どもが自信がつ〈ようにょいと』ろは褒めている
5.子どもがくすった時.あるいは言う事を聞かない時に.なだめている
7.子どもが不安そうにしているとき.言葉をかけて安心させている
10.子どもが機織の惑い時には落ち着いて話をする』とが難しい(R)
13.子どもが泣きだした時.私が関わることで泣きやむ
第3困手子どもに自己統制させる自信
4.子どもに蓑慢させるべき」とは蓑慢させられる
8.子どもがどうしても言う重安聞皇賞い時には.子どもの要求通りにしてしまう(R)
12.子どもが聞き分けのない時には何を言っても無駄だと思う(R)

のころの育児場面を想起してもらいやすいよう配慮

し，調査を行う前に，幼児期の子どもの様子につい

て聞き取り調査を行った。面接の質問項目について

は，以下の4点である。

① 幼児期の「子ども理解J:感情・行動をどのよ

うに理解したか。

② 児童期の「子ども理解J:感情・行動をどの

ように理解したか。

③育児困難感:今までの育児がうまくいかなく

なったと感じた場面について。

④育児困難場面に対する対処法:うまくいかな

くなった場面における対処法について。

Rは逆転項目を表す

さらに，半構造化面接終了後に，育児効力感質問

紙への回答を求めた。

結果

1 .半構造化面接で得られた結果の処理

半構造化面接で得られた内容に関しては，逐語の

プロトコルを作成した。質問①~③に関しては，予

備調査を基に非言語的情報，言語的情報というカテ

ゴリーへの分類を行った。質問④に関しては， r子ど

も理解」に対する推測の有無に基づいて分類を行っ

た (Table.2)。

幼児期および児童期の「子ども理解」における言

Table.2 半構造化面接で得られた内容の分類結果

質問項目 カァゴリー 回 答 結 果

-何11をしていいのかわからないのか?等と子どもの気持ちを読み取っていた (a)

非言語情報による推測
っと晃の雰囲気(c)

-怒りそうなときは雰囲気でわかるω
①幼児期における -親が表情から一方的に判断していた (d)

「子ども理解J
言語情報による推測

-嬉しい時は自分から語っていた(b)
. rいや」と自分で言っていた.言葉で探ることが多かった (g)

その他
-子どもの気持ちをあまり理解できなかった.みんな楽しそうにしているのになんで泣く
のかわからなかった (e)

非言語情報による推測 -表ぱ情っでと大体わかった(a)
見の雰囲気でわかるようになった (c)

-会話の中で探る」ともあります (c)

②児童期における
-言葉で認知を探ることが多かった (g)

言語情報による推測 -言言言葉葉葉もありより確信を持って対応できた (a)『子ども理解J
で判断していた (d)
の数が増えて理解しやすくなった (e)

その他 -現経在験は人の意見を受け入れない(d)
を通して学んだことも多いと恩います的

非百語情報による推測 -従)1震だった子が反抗的な目で見るようになった(f)

-学校の様悲子観を話してくれなくなった.学校の話を聞いても嘘をつく (a)

③今までの育児がう
-黙自己を悲 的にみるようになった (g)

言語情報による推測 り込むことが多くなった (b)
まくいかなくなった -おだてると喜んでいたのが今は怒るようになった (c)
場面 -障害を言い訳にするようになった (d)

その他
-今はまだ囲ったことがありません(e)
-親をうとましく思っている (d)
-子どもが反抗してきたときは、話気持しかけても怒る」とが分かるため、黙っている (d)

推測ありの対応 -黙り込んだときには、子どもの ちを探るため『アイスを食べlこ行こう」と誘い、そ

④育児がうまくいか
の時にたくさん会話をするようにしている (a)
-本人に自信をつけさせてあげたくて、わざと弟をけなしてしまう (c)

なくなった後の対処
推測なしの対応 -友人関係についてはあきらめています (a)

法 -最近はあきらめもおぼえました(の

その他
-将来外国に住めるように英語を習わせたい (d)
-とにかく生きていくすべを学んでほしい (a)

可

t
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臼幼児期

図児童期

言語情報による推測

非言館情報による推測

その他

。% 20% 40% 60% 80% 100% 

Fig.l 幼児期および児童期の「子ども理解」における情

報の利用

語情報及び非言語情報の利用について，その割合を

Fig.lに示す。

Table.l， Fig.lより，幼児期では，質問①幼児期にお

ける「子ども理解Jについては，子どもの非言語情

報による推測を行っていたと答えた母親が多かった

ものの， r子どもの気持ちをあまり理解できなかっ

た。みんな楽しそうにしているのになんで泣くの

かわからなかった(e)J の回答も見られた。一方，児

童期では，質問②児童期における「子ども理解につ

いては，子どもの感情を言語情報による推測を多く

行っているという結果となった。また，質問③「今

までの育児がうまくいかなくなった場面」の質問に

対してはJ学校の様子を話してくれなくなったj な

ど，子どもとの言語的やり取りや会話に対する困難

場面が多かった。

そして，質問④「育児がうまくいかなくなった後の

対処法」としては，子どもの感情を読み取り，“会話を

増やそう"という働きかけをしている母親や，自信

をつけさせてあげたいという母親の行動がみられ

た。一方，あきらめの声も聞かれた。

つぎに，母親の育児効力感得点の平均値およびSD

をTable.3に示した。

育児効力感得点は， r子どもへの積極的かかわりの

自信J得点が最も高く， r子どもへの積極的かかわり

子どもへの積極的かかわりの自信

Mean SO 

4.0 
4.5 
3.8 

3.1 
6.0 
3.5 
3.1 
4.0 

Table.3 母親の育児効力感

子どもを安堵させる自信

Mean SO 

4.4 1.3 
4.6 0.8 
3.0 1.8 
4.0 1.4 
6.0 0.7 
3.2 1.0 
4.0 1.5 
4.2 0.4 

の自信」得点が低い値で、なった。また，育児効力感

得点が最も高かったのはeの5.6であり，一方，最も低

かったのはcの3.3であった。

さらに，ケース的比較を行うために，育児効力感

得点が最も高かったeと，最も低かったCのインタ

ビュー調査結果の抜粋をTable.4に示した。 Cとeの

インタビュー結果を比較したところ，育児効力感得

点の最も高かったeにおいては，幼児期では表情等

の非言語的情報からの推測が難しかったが，児童期

に言葉の発達に伴い， r子どもの気持ちを理解しや

すくなった」と述べている。また，質問 3 rこれま

での育児が上手くいかなくなった場面」において

「特にありません」という結果であった。一方， cは

「ぱっと見の雰囲気で分かるJものの「言葉で探る」

とも述べていた。また，困難な場面への対応につい

ては，これまで上手くいっていたやり方を続けてい

ることが特徴的であった。

「子ども理解Jと育児効力感の関連を検討するため，

Table.4 面接内容の抜粋

C e 

①「子幼ど児も期における 今でもそうだけど、ルどぱがもっ大をと叩き見くくのてな雰ど囲「仲し気良てで表く気現し持たしちていがJし分かる。
みんなは楽しく解やっているのに、なんでこの子はやらな

理解J このころはアピー などの いんだろうと理 しにくかった。
気持ちを相手の子 当た。

②「子児ど童も期における 現在もぱっと見の雰囲気で表情が分かるようになったの 今すは百葉の数も増えて、大分子どもの気持ちを理解しゃ|
理解J で、ピリピリしているときはほっておく。しばらくする くなった。

と寂しくなるのか子どもの方からやってくる。

③今ままでの育児が 昔はおだてると素直に喜んでいたのが、今はクールで逆 特にありません。反抗期も未だだと思う。
う くいかなく に怒ってしまう。
なった場面

④育児がうまくい 子どもに自信をつけさせたくて、弟をわざとけなしてし 特にありません。
かなくなった後の まう。前はこれで上手くいっていたのに、今はあまり上
対処法 手くいかない。

口
λ
U
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質問4 r育児がうまくいかなくなった後の対処法」

と，育児効力感得点の比較を行った。その結果，子

どもを理解する際に推測を働かせた対応を行ってい

るのはa， dの2名であり，育児効力感平均値は4.2で

あった。一方，推測なしの対応を行っているのはa，c，f

の3名であったが， aに関しては推測ありの対応も

行っていたため， aを除いたc，f2名の育児効力感平

均値は3.5であった。

考察

1 .幼児期における自閉症児の「子ども理解」

幼児期では，非言語情報による推測を行っていた

と答えた母親が多かったものの， r子どもの気持ち

をあまり理解できなかった。みんな楽しそうにして

いるのになんで泣くのかわからなかった(e)J の回

答のように，なかなか子どもの気持ちを理解できな

い困難さも抱えていると推察される。また， r子ども

理解」と育児効力感の関連を検討した結果，育児効

力感得点の最も高かったeにおいては，幼児期では

表情等の非言語的情報からの推測が難しかったもの

の，児童期に言葉の発達に伴い， r子ども理解」が可

能になったと考えられる。このことは言葉の発達に

困難性を有している自閉症児に対して母親がM恒d-

Mindednessを働かせて関わることは，通常の子育

てより難しいことが推察される結果と考えられる。

2.幼児期における自閉症児の「子ども理解」

児童期では，質問②児童期における「子ども理解」

については，子どもの感情を言語情報による推測を

多く行っているという結果となった。本研究の結果

より，言語面でのコミュニケーションに困難を有し

ている自閉症児を持つ母親においても，子どもの成

長に伴い言語発達が進むと，母親は子どもの感情を

言語的情報によって推測する機会が増えていると示

された。この結果は，小原(2005)が，母親は子ども

の成長により子どもと現実のやり取りを通して育児

感情を保っているという研究結果と同様に，自閉症

児を育てる母親においても，子どもを理解する際に，

子どもの表情といった非言語情報を用いて推測する

段階から言語情報に基づいた推測に推移する過程を

示している。

3. r子ども理解」と育児効力感の関連

「子ども理解」と育児効力感の関連を検討するた

め，質問4r育児がうまくいかなくなった後の対処

法」と，育児効力感得点の比較を行った結果，子ど

もを理解する際に推測を働かせた対応を行っている

母親の育児効力感平均値は4.2であった。一方，推測

なしの対応を行っていた母親の育児効力感平均値は

3.5であった。また，推測なしの対応を行っていた母

親の1名は育児効力感平均値が3.3と最も低い値を示

していた。この結果は，子どもの言語発達に伴い，言

語でのやりとりの中で関わりの困難感を感じること

が多くなるが，その際に言葉の背景にある子どもの

感情等を推測する母親の方が，育児効力感が高いこ

とを示している。菊野・中野(2010)は，母親が育児

不安を生じる原因のーっとして，母親による子ども

の心の状態が理解できないことが考えられるとして

いる。そして，母子関係がスムーズにいくためには，

母親が子どもの気持ちをくみ取ることが重要であ

り，母親が子どもの心を理解できることが重要であ

るとしている。つまり，子どもの言語発達に伴い，母

親が言語'情報のみに頼って子どもの感情を推測する

ことが必然的に増えることは当然のことであるが，

言語情報だと子どもの内面に感じている感情と表現

する言葉に講離がある可能性は否定できない。思春

期の時期になるとその傾向はさらに強くなると考え

られる。そのため，言語の背景にある子どもの気持

ちを推測しない対応は，子どもの成長に伴った「子

ども理解」へと結びつきにくいと考えられる。その

ため，推測なしの対応を行っている母親の育児効力

感が低くなったと考えられる。

本研究でも，育児効力感が最も低い値を示したc

は「ぱっと見の雰囲気で分かるJものの「言葉で探るJ

とも述べていた。また，困難な場面への対応につい

ては，これまで上手くいっていたやり方を続けてい

ることが特徴的であった。これは，幼児期からの「子

ども理解」に基づいて関わりを行っているため，言

語の情報をもとに子どもの気持ちを推測しているも

のの，現在の子どもの状態に即した「子ども理解J

がなされていないと推測される。そのため，子ども

の気持ちが上手く推測できず，関わりが難しくなり

育児効力感が下がったと考えられる。

4. 自閉症児の母親に対する子育て支援

本研究において，子どもの言語的情報による推測

が増加した結果，子どもとの育児場面において，今

までの育児のやり方では上手くいかなくなったと困

難感を感じている母親が多く存在した。清水・金光

(2005)は子ども運動面・認知面・言語面における

発達が顕著になる結果，親にとって子どもへの対応

の困難性が増す，あるいは困難性の質がそれまでと
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は変化すると述べており，子どもの言語発達によっ

て，母親は新たな育児困難感を示すと述べた。さら

に，小学校高学年頃の子どもは，第二次反抗期を迎

え，子どもが身体的・社会的な課題に直面する重大

な時期にもあたるため，親のかかわりが難しい時期

である。このことから，相互的コミュニケーション

に困難さを有している自閉症児の子育てにおいて，

子どもの言語発達は「子ども理解」を促進させる要

因と考えられる。しかし，児童期以降時に思春期に

なると，これまでのような子どもに対する声かけな

どの対応の仕方ではうまくいかなくなると感じてい

る母親も多く，子どもが母親に対し反抗的な態度を

示した際に，これまでの「子ども理解Jに基づいた

関わりを行った結果，育児場面で困難場面が生じて

いると考えられる。 Key，MR(1980)は，人間の

コミュニケーションにおいては，言語の役割が最も

重要であるといわれているが，その他の表情や動作

の果たす役割の重要性も無視できないと指摘した。

本研究の結果においても，現在の育児場面において，

言語的情報のみを用いて子どもの感情を読み取って

いる母親の育児効力感が低い傾向が示されたことか

ら，子どもの感情を探る際に言語的側面に頼るばか

りではなく，子どもの気持ちを“推測する“という

過程が，子どもとの相互交渉場面において改めて重

要な作業となると考えられる。その作業の繰り返し

が，成長に伴う「子ども理解Jへとつながると考え

られる。

一方で，幼児期では，非言語情報による推測を

行っていたと答えた母親が多かったものの，なかな

か子どもの気持ちを理解できない困難さも抱えてい

ると推察され，言葉の発達に困難性を有している自

閉症児に対して母親がMind-M加dedne回を働かせ

て関わることは，通常の子育てより難しいことが推

察された。このことから，幼児期の自閉症児の母親

への子育て支援においては，表情のように非言語的

情報の背景にある子どもの気持ちを支援者が推測し

て伝えるなかで「子ども理解」を促すことが重要と

考えられる。また，児童期は，そのため，幼児期に構

築された「子ども理解」を，成長に伴った「子ども

理解Jへと変化が必要であり， i子ども理解」の転換

期でもあると言える。そのため，言語情報だけに頼

るのではなく，非言語的情報等も用いながら，現在

の子どもの気持ちを推測を支援することが臨床心理

学的支援につながえると考えられる。
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